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地域循環型社会をつくるため、環境に配慮した製品の展示や新たな環境配慮技術の情報などを提供する

「第2 回山形県環境産業まつり」が山形市で開催されました。 

環境科学研究センターも、親子で楽しめる環境科学体験をテーマに参加しました。 

 

１．むらまつひろきくん 111.6db 

２．まつだてっぺいくん 111.5db 

３．まつもとてつろうくん 109.2db 

４．ふるせたくやくん 109.1db 

  えんどうやすしくん 109.1db 

５．さいとうたかおくん 106.9db 
君たちが大きくなった時も住み良い

地球でありますように 

紫キャベツ色素を利用した

溶液で、酸性・アルカリ性

を調べました 

透視度計
と う し ど け い

と濁
だく

度計
ど け い

を使っ

て川の濁
にご

りを調べました

「底の「＃」が見えたら

言ってね」 

ダンボールや牛乳パック、コ

ピー裏紙を利用してビンゴや

ダーツをして遊びました 

当センターを会場として「やまがた酸性雨ネットワーク会議」が開催され、事業計画の協議・情報交

換が行われました。事業としては、昨年度に引き続き「県内一斉酸性雨調査」を１１月に実施すること

が決まりました。 

今年は、参加対象を県内の学校のほかに企業、県民の方にも広げ、県内をくまなく調査して、地域特

性などを把握したいと考えています。 

(参加したい方はﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.pref.yamagata.jp/06/060505をご覧ください。) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

最上川 その２ 「置賜白川のダム湖」 

  最上川白川には、山形県内では初めての国営ダムが昭和５５年（１９８

０年）に竣工しました。県内初のロックフィルダムで、できるだけ自然景観

の保全をはかりました。自然との共生。当時としては、画期的なことでした

でしょう。その後、２３年後の平成１５年に、ダム湖畔周辺は、第１回「次

代につなぐやまがた景観賞」の県知事賞を受賞しました。 

 風景の特に優れた地域として認知されたわけです。この風景の特徴は、単

に自然が美しいということではなく、人との関わりの中で創られた人工的な

風景であることです。ダム湖、ダム湖畔のヤナギ林、ダムの堤、杉林と雑木

林、背後に映えるシンボルの飯豊連峰。水鳥のカモやサギなどの多様な生物

群が水辺に織りなしている風景こそ、自然との共生の場所です。 

 

ネイチャーゲームを体験して 

学習への活用方法を考えてみませんか 

開催日：平成16年10月16日(土) 9:00～15:30 

集合場所：村山市東沢バラ公園入口駐車場一番上

講師：(社)日本ネイチャークラブ協会 

トレ-ナ-･コ-ディネ-タ-  白川 広之 氏

申込期限：10月8日まで 

申込方法：氏名・所属、連絡先を下記まで 

【申込・お問合せ】0237(52)3124 

地球にやさしくするために、どんなことをやっているか、どんなことをやっていくか、やがて芽が出て大

きく育つ種を、牛乳パックで作ったしおりに書いてもらっています。 

みなさんの「やさしい種」を書いてくれませんか。    ～当センター情報棟にて実施しています～ 

環境保全活動を行っている方々の印象に残った一

言を紹介します。 

「雪国の人が雪のない生活を真似して「いいな」

というのでは人口流出は防げません。経済効率だ

けではなく、ある程度ロマンを視野において、な

おかつ、産業振興に寄与しようとやっています。」 
 

エコ産業プロジェクト研究会 鈴木將光さん(環境パート

ナーシップ形成支援事業実績報告会にて) 

今号では、環境化学部の仕事を紹介します。 

環境化学部は、主に昨年度から始まったダイオキシン類の分析業務を行っています。

ダイオキシン類の分析は超微量な物質を測定するため、分析結果が出るまで多くの分析

過程を経なければならず、とても気を遣い、手間がかかります。 

分析する試料は大気、河川水、地下水、土壌、排ガス、排水など様々です。 

主な仕事場は、第４・５号で紹介したケミカルハザードの中で、閉じこめられた状態

で黙々と分析をしています。時々、気分転換？に廃棄物焼却炉などの煙突に登り、排ガ

ス試料のサンプリングを行います。時には高さ約 15ｍでの作業となることもあり、風

の強い日などは気分転換どころか恐怖心と戦いながら機材の上げ下げを行います。 

このように、環境化学部は、分析については繊細な神経を使い、サンプリングについ

てはとても体力を使う仕事をしています。 
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書いてもらった「やさしい種」の一部です

環境ＥＸＰＯに参加します 

10月29日～31日、ビッグウイング(山形市)で開

催される“環境ＥＸＰＯ”に参加。 

また、31 日には、同会場で「地球となかよし～

こどもエコクラブ発表会」を開催。 


